
区

分

額

物
品
等
の
調
達
契
約

二
千
七
百
万
円

特
定
役
務
の
う
ち
建
設
工
事
の
調
達
契
約

二
十
億
二
千
万
円

特
定
役
務
の
う
ち
建
築
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス

そ
の
他
の
技
術
的
サ
ー
ビ
ス
の
調
達
契
約

二
億
円

特
定
役
務
の
う
ち
右
記
以
外
の
調
達
契
約

二
千
七
百
万
円

第
二
号
ロ
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

株
式
会
社
武
蔵
野

東
京
都
狛
江
市
西
野
川
二
丁
目
三
十
八
番
七
号

溶
接

第
二
号
ロ
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

有
限
会
ı
曽
我
部
製
作
所

愛
媛
県
新
居
浜
市
多
喜
浜
六
丁
目
五
番
十
九
号

機
械
加
工

株
式
会
社
共
立
電
機
製
作
所

宮
崎
県
宮
崎
市
別
府
町
四
番
三
十
三
号

電
気
機
器
組
立
て

省

令

告

示

平成™�年˜月™›日 金曜日 第�™˜œ号官 報

〇
総
務
省
告
示
第
十
一
号

地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令（
平
成
七
年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
）

第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
総
務
大
臣
の
定
め
る
区
分
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
と
し
、
同
項
に
規
定
す
る

総
務
大
臣
の
定
め
る
額
は
、
当
該
区
分
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
額
と
し
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
平
成

二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
締
結
さ
れ
る
調
達
契
約
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
四
日

総
務
大
臣

新
藤

義
孝

〇
法
務
省
告
示
第
三
十
三
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
下
欄
第
二
十
九
号
の
規
定
に

基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
四
日
法
務
省
告
示
第
三
百
三
十
五
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
四
日

法
務
大
臣

谷
垣

禎
一

〇
法
務
省
告
示
第
三
十
二
号

長
野
県
上
田
市
役
所
保
存
の
次
の
除
籍
が
滅
失
し
た
た

め
、
こ
れ
を
再
製
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
、
次
に
掲
げ
る

者
は
、
平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
四
日
ま
で
に
、
同
市
長

に
対
し
て
、
次
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

一

当
該
除
籍
に
関
係
の
あ
る
戸
籍
の
届
出
、
報
告
、
申

請
、
請
求
若
し
く
は
嘱
託
を
し
、
又
は
戸
籍
に
記
載
を

要
す
る
書
類
を
提
出
し
た
者
は
、
そ
の
事
項
を
更
に
申

し
出
る
こ
と
。

二

前
項
に
掲
げ
る
除
籍
の
謄
本
、
抄
本
又
は
除
籍
に
記

載
し
た
事
項
に
関
す
る
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
現
に

所
持
す
る
者
は
、
こ
れ
を
提
示
す
る
こ
と
。

注

意

一

申
出
は
、
口
頭
で
も
差
し
支
え
な
い
。

二

申
出
の
手
続
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ

ば
、
上
田
市
役
所
又
は
長
野
地
方
法
務
局
上
田
支
局
に

照
会
す
る
こ
と
。

平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
四
日

法
務
大
臣

谷
垣

禎
一

長
野
県
上
田
市
大
字
常
入
六
百
七
拾
四
番
地

倉
澤

と

〇
法
務
省
告
示
第
三
十
四
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
下
欄
第
二
十
九
号
の
規
定
に

基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
七
月
十
二
日
法
務
省
告
示
第
三
百
五
十
九
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
四
日

法
務
大
臣

谷
垣

禎
一

〇
財
務
省
令
第
四
号

登
録
免
許
税
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
三
十
五
号
）

別
表
第
一
第
百
二
十
五
号
_

ハ
の
規
定
に
基
づ
き
、
登
録

免
許
税
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ

う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
四
日

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

登
録
免
許
税
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令

登
録
免
許
税
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
二
年
大
蔵
省
令

第
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
六
条
第
三
項
中
「
特
定
地
域
に
お
け
る
一
般
乗
用

旅
客
自
動
車
運
送
事
業
の
適
正
化
及
び
活
性
化
に
関
す
る

特
別
措
置
法
」
を
「
特
定
地
域
及
び
準
特
定
地
域
に
お
け

る
一
般
乗
用
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
の
適
正
化
及
び
活
性

化
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
に
、「
第
二
条
第
五
項
」を「
第

二
条
第
六
項
」
に
、「
特
定
地
域
内
」
を「
準
特
定
地
域
内
」

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
特
定
地
域
に
お
け
る
一
般
乗
用
旅
客
自

動
車
運
送
事
業
の
適
正
化
及
び
活
性
化
に
関
す
る
特
別
措

置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律

第
八
十
三
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
六
年
一
月
二
十

七
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

〇
厚
生
労
働
省
令
第
六
号

特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
給
付
金
等
の
支
給
に

関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
六

号
）
第
二
条
第
二
項
、
第
六
条
第
一
項
第
六
号
及
び
第
七

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

感
染
者
給
付
金
等
の
支
給
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
四
日

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
給
付
金
等
の
支

給
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令

特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
給
付
金
等
の
支
給
に

関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
平
成
二
十
三
年
厚
生
労

働
省
令
第
百
四
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。

第
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
母
子
感
染
者
に
類
す
る
者
）

第
四
条
の
二

法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
母
子
感
染
者
に
類
す
る
者
は
、
次
に
掲

げ
る
者
と
す
る
。

一

七
歳
に
達
す
る
ま
で
の
間
に
、
特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
感
染
者
（
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
母

子
感
染
者
（
以
下
「
母
子
感
染
者
」
と
い
う
。）及
び

同
項
に
規
定
す
る
母
子
感
染
者
に
類
す
る
者
（
以
下

「
母
子
感
染
者
に
類
す
る
者
」
と
い
う
。）を
除
く
。）

で
あ
る
父
を
介
し
て
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し

た
者
で
あ
っ
て
同
項
に
規
定
す
る
持
続
感
染
の
状
態

に
な
っ
た
も
の

二

母
子
感
染
者
の
胎
内
又
は
産
道
に
お
い
て
Ｂ
型
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
者

第
六
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
感
染
の
原
因
と
な
っ
た
事
実
が
発
生
し
た
時
）

第
六
条
の
二

法
第
六
条
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
時
は
、
七
歳
に
達
す
る
時
（
感

染
の
原
因
と
な
っ
た
事
実
が
明
ら
か
で
あ
る
場
合
は
、

当
該
事
実
が
発
生
し
た
時
）
と
す
る
。

第
八
条
第
一
号
中
「
母
に
」
を「
母
又
は
父
に
」に
、「
法

第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
母
子
感
染
者
」
を
「
母
子
感

染
者
又
は
母
子
感
染
者
に
類
す
る
者
」
に
改
め
、「
母
の
」

を
削
り
、
同
条
第
二
号
中
「
父
に
係
る
血
液
学
的
検
査
」

を
「
父
（
特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
で
あ
る
者
を

除
く
。）に
係
る
血
液
学
的
検
査
」
に
、「
父
の
塩
基
配
列
検

査
費
用
」
を
「
塩
基
配
列
検
査
等
費
用
」
に
改
め
る
。

第
九
条
第
一
項
の
表
第
一
号
中
「
母
の
」
を
削
り
、
同

表
第
二
号
中
「
父
の
塩
基
配
列
検
査
費
用
」
を
「
塩
基
配

列
検
査
等
費
用
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
金
融
庁
告
示
第
四
号

ト
ラ
ン
ス
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
リ
イ
ン
シ
ュ
ア
ラ
ン

ス
・
カ
ン
パ
ニ
ー
よ
り
保
険
業
法
（
平
成
七
年
法
律
第
百

五
号
）
第
二
百
九
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
（
同
法
第
百
八

十
七
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
日
本
に
お
け
る
代
表
者

の
住
所
の
変
更
）
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
百
八
十
九
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
四
日

金
融
庁
長
官

畑
中
龍
太
郎

日
本
に
お
け
る
代
表

者
の
氏
名
及
び
住
所

中
前

裕

神
奈
川
県
横
浜
市
中
区
山
手
町
百

二
十
七
番
地
十

™
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